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農場における乳牛の泌乳曲線および球歴乳量について

　　・1．総泌乳量におよぼす系統および季節の影響について

岡野　香・蒲原　守・山田定雄・古沢弘敏・福留　功・武藤軍一郎

　乳牛の泌乳量は泌乳期間中一定の変化を示す。総泌乳量の比較的少ないものでは分娩後立乳量はわ

ずかに増加するが，その後は徐々に減少する。一方，総泌乳量の多いものでは分娩後急速に泌乳量が

増加し，白歯乳量の多い牛ほどその期間は長く持続することは良く知られている』この分娩後の一日

当たりの泌乳量の変化を表した曲線が一般に泌乳曲線と呼ばれている。

　農場では長年泌乳曲線について検討されていなかったので最近5年間に分娩した乳牛の総泌乳量お

よび泌乳曲線について調査した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

今回は，1985年7月より1989年1月までに分娩した乳牛Q分娩後10か月間の泌乳量について調査し

た。泌乳量は，朝夕搾乳後に計量し，暦の1か月の合計泌乳量をその月の日数で割ったものをその月

の平均一日泌乳量として泌乳曲線を作製した。なお，分娩後の7～10日間はほ乳に使用したためその

間の乳量は計上しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　調査期間中に分娩した乳牛の分娩後10か月間の総泌乳量はその量により，3500－4500，45∞一5500，

5500－6500，6500－7500，および7500－8500kgに分類し，それぞれの泌乳曲線を描くと第1図に示

すとおりである。今回の泌乳曲線はこれまでに報告されたものと良く類似していることが示された。

すなわち，泌乳量の少ない乳牛の泌乳曲線は分娩後増加することなく減少し，泌乳量の多い7500－

8500kgの乳牛の泌乳曲線は分娩後3か月間泌乳量が；増加している。

　なお，総泌乳量は乳牛の系統または分娩季節等により影響されると考えられるので，系統別および

分娩季節別に集計し比較検討した。

　その結果，第1表に示すとおり系統別ではロイブルック系が最多で，その平均は約6485kgであり，

リアリー系が6262kg，スプリング系が6015kg，となり，最少はアルベルモント系で5334kgであった。

しかしながら，統計的に有意な差は認められなかった。

　分娩季節では，第2表に示すとおり秋分娩牛群が最多の平均6570kgであり，冬が6152kg，夏が
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第1表　 系統の違いによる総泌乳量の比較

系 統 総泌乳量（kg）平均±標準偏差
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6262±1313
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5334±1119

平 均 5957±l198
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第2表　　分娩季節の違いによる総泌乳量の比較

分晩季節 総泌乳量（kg）平均±標準偏差

秋
冬
夏
春

6570±1436
5152‡r145．
550’W±1226
5259±11183

5508kgとなり，最少は春の5259kgであった。季節別の場合も有意差は認められなかったが，秋と冬

の分娩牛が，夏と春の分娩牛よりも泌乳量が多い傾向がみられた。
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